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①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

６月 ８月 12月 

・第２０回付知　BLACK　BEE
CLUB　はい蜂コンテスト
・他地区の大会参加
・蜂追い

１０月

・他地区の大会
参加
・全国地蜂連合
会作文コンクー
ル表彰式

１１月

・反省
会

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

・第20回付知BLACK　BEE　CLUBはい蜂コンテストを開催し、県内外から多くの蜂の巣を出品していただき、盛
大に開催することができた。講演会では立教大学の野中教授やフードコーディネイターの上村氏からはい蜂に
ついていろいろな話を聞くことができました。また、蜂ぬき体験や試食会を行い、訪れた方々にはい蜂の良さを
知っていただきました。
・他地区のはい蜂コンテストに参加し、情報交換ができた。
・中国・南アフリカ共和国との交流会を行い、意見交換ができた。
・購入した防護服を使用し、大学生等を対象に蜂追い会を実施したが、地元の若者の参加がなかった。PR不
足。

 　　 1月

平成３１年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな ブラック　ビー　クラブ 地域名 付知地区

団体名 BLACK BEE  CLUB 会員数 　　　　　　　　　２０人

ふりがな はやかわ　としひろ

延べ
参加人数

内（会員数）

　　　　２４４人（　２０人）

代表者名 早川　利廣 総会　12人、蜂追い　53人、取材、交流会
３４人、ンテスト打合わせ　13人、　他地区
はい蜂コンテスト　12人、付知はい蜂コン
テスト　110人、反省会　10人事業名

ハイバチで地域づくり
～食文化を次世代につ繋ぐ～

総事業費 　　　　　　　　３２4，５９３円
実施期間

　　平成３１年　６月　５日から

内（補助金額） 　　　　　　（　　２００，０００円） 　　令和　２年　１月３１日まで

今後の展開  （自立に向けた活動）

  　地域に伝わる伝統的な食文化を若者たちに継承し、情報発信することで地域資源の魅力アッ
プにつなげていく。また、昆虫食は昨今注目を浴びており、当地域ではヘボは高級食材として取
引されており、新商品の開発などにも取り組み多くに人に地域資源として再発見してもらい、安定
的な出荷をおこなうことにより、収入が増やしていく。

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

番号 ⑪

事

業

内

容

事業の目的

７月

・書類整理、完
了報告書、活動
報告書等作成

・総会

・蜂追い会
・蜂追い取材
・中国・南アフリ
カ共和国知の
交流会

・蜂追
い

　付知町では、昔からハイバチを飼養して蜂の子やイナゴを捕獲し食べることで食生活における
滋養分を補う食虫文化がある。
　この地元に残る文化を次世代へ継承し世代間交流による地域づくりを目的とし、地元の若い人
たちに蜂を追い、飼い育てたヘボ（蜂の子）を食べてもらうという体験を通じ、高校生から高齢者
まで交流を図りながら次の世代に受け継ぎ地域の活性化につなげる。

具体的な活動内容

・育てる蜂の巣を見つける蜂追い体験から巣箱の設置・飼育、蜂の幼虫抜き体験や調理をして試
食。
蜂追い体験等を楽しみながら世代を超えた交流を行い、活動の活性化と継続して活動していくた
めに関わる人を増やしていく。
・付知　BLACK　BEE　CLUBはい蜂コンテストの開催（蜂抜き体験、試食会、講演会）、蜂追い体
験の開催、他地区のはい蜂コンテストへの参加、新商品開発、販売。

主な活動の流れ
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

7/21 へぼ追い体験・交流会

10/26 コンテスト用 巣箱からの取り出し

7/28 ヘボ追い体験

10/26 コンテスト はい蜂抜き

10/26 付知はい蜂コンテスト講 10/26 付知はい蜂コンテスト 表
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人（ 人）

円 令和 元 　　年 ６ 月 ５ 日から

( 円） 令和 2 　　年 1 月 15 日まで

①地域の課題の解決等、住みよい地域づくりに寄与する事業 ①健康・福祉　　②生活安全　　③環境　　④観光・交流

②地域の特色を生かした地域づくりに寄与する事業 ⑤農業　　⑥林業　　⑦商業　　⑧工業　　⑨教育

③前の二つの他、地域づくりの親展に寄与する事業 ⑩文化・生涯学習　　⑪その他

大会概
要作成

コース試
走

コース設
定

エント
リー開始

コース整
備

現場確
認

各打合
せ

HP完成
協力業
者と打合
せ

本大会

他地区
イベント
視察

AED救
命講習

備品準
備

協力団
体御礼

実行委
員会

実行委
員会

実行委
員会

実行委
員会

実行委
員会

実行委
員会

実行委
員会

反省会

 ４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

※こ
の
様
式
は
活
動
事
例
集
と
し
て
編
集
し
ま
す
の
で
変
更
し
な
い
で
く
だ
さ
い

平成３１年度　がんばる地域サポート事業　活動事例報告書

ふりがな つけちさいくりんぐたいかいじっこういいんかい 地域名

団体名 付知サイクリング大会実行委員会 会員数

地区

　人

総事業費
実施期間

内（補助金額） 200,000

ふりがな みうら　しゅういち

延べ
参加人数

内（会員数）

代表者名 三浦　秀一

事業名

事
業
分
類

番号 ② 活
動
分
野

④番号

事

業

内

容

事業の目的

市内をはじめ全国の皆さんを対象に林道を活用したサイクリング大会を開催し、木のまち付知町の大
自然を感じながら、紅葉とスポーツに親しんで頂く機会を作る。また、地元団体の協力を得て、地域の
特色や観光資源を生かした大会にすることで「付知町」をＰＲする。付知町の豊かな自然と街中の魅力
を体感して頂き、地域の特色や観光資源を紹介していくことで地域商工の発展につなげ市内外の方に
付知の素晴らしさをＰＲしリピーターを増やし観光の振興を図る。

具体的な活動内容

付知町内及び近隣地区の70㎞のコースを自転車で巡り大自然を味わってもらう大会。要所にはエイド
ステーション（休憩所）を設置し、郷土料理をはじめとする地元特産品を置き当地域の魅力を満喫して
もらう。また付知中学校にボランティアを依頼し、中学生に当地域の自然と特産品に興味を持ってもら
う。

主な活動の流れ

具体的な活動成果  (失敗や苦労したこともご記入ください。)

エントリー開始から7時間半で定員100名を超え追加枠合わせ120名申込。キャンセルが18名有った
が、全員完走できた。参加者感想では各エイドステーション、ゴールでの提供品は十分有り、沿道の見
送りも多く地域の歓迎ぶりを感じて頂き大好評で、次回も参加したいとの声を多く頂いた。配布した倉
屋温泉割引券の利用や提供品「栗きんとん」などを後日買い求めて来町した人達がいた。コース高低
の激しさと苔は気になった人もいた。前日を中心にコース枯葉などの清掃などに回ったが非常に手間
が掛かった。当日もスタッフの人員が足りなかったという反省も出た。

今後の展開（自立に向けた活動）

参加者の評判を受けて、第2回大会を行うことを実行委員会にて決定した。今回の反省点を生かして
より充実した大会を行い、さらに募集人員も増やす。また地域の特性を生かした内容をより工夫する。
町民にボランティア募集を掛けて行事内容の浸透と人数確保を図る。　　　　　　　　　　　　次回以降、
よく検討し参加費の設定を上げることで運営に余裕を持たせる。

・書類整理、完了報
告書、活動報告書
等作成

255

627,500

付知

32

32

参加者　120名　スタッフ１３５名（GTBC21
名、中学生17名、商工会関係27名、交安
協8名、実行委員会関係団体43名、岐阜
大学生6名、保健師3名、総合事務所4
名、まち協事務局6名）

「～森林をかけぬけろ～　　　　　　付
知サイクリング大会」
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活動状況写真等 （６枚程度添付し、コメントを添えてください）

中学生バイクラック絵付け

コース内ゴミ拾いボランティア コース清掃（前日）

大会集合写真 エイドステーション

ＡＥＤ救命講習
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